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編集方針
本報告書はDM三井グループの主なサステナビリティ活動について、

全てのステークホルダーの皆さまにお伝えするとともに、活動を更に向
上させていくことを目的に発行しています。 

 2022年10月に三井製糖株式会社と大日本明治製糖株式会社が合
併し、新たにDM三井製糖株式会社として始動しており、2021年度の活
動実績は「お客さま」「環境」「社会」という3つのカテゴリに分けて、両社
の取り組みを可能な限り統一した上で併せて開示しています。 

DM三井グループは、これからも食を支える砂糖のトップブランドと
して、お客さまのため、環境のため、社会のための活動に取り組んでい
くとともに、積極的な情報発信を行ってまいります。 

対象期間：2021年4月～2022年3月
　　　　     （一部の取り組みに関して最新のものを掲載）

対象組織：DM三井グループ
                   （DM三井製糖ホールディングス株式会社、三井製糖株式会社、
                    大日本明治製糖株式会社）

Contents

DM三井製糖ホールディングス株式会社

三井製糖株式会社 大日本明治製糖株式会社

対象組織

DM三井グループの企業理念

姿かたちを変えながら一生に寄り添い、
幸せの時を広げる。

「おいしい」「たのしい」「うれしい」

人が生きている幸せを実感する時、そばにいること。

DM三井グループは、事業の源である自然への感謝を忘れずに、

その恵みを様々な姿かたちにして広く社会に届けたい。

幸せの時が広がる未来にずっと貢献できるグループ企業へ。

私たちは、一歩ずつ挑戦していきます。

幸せの ちからになる
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人と社会の幸せの
ちからになるために

必要とされる栄養と健康の
ソリューションをお届けする
企業グループを目指す

幸 せ

健 康

地域社会

自然の恵み

環 境

人

▼ 知的資本
　 新たな価値を創造する研究開発

▼ 社会・関係資本
　 信頼あるブランド力
　 食品業界を網羅する販売ネットワーク

▼ 自然資本
　 自然の恵みによる天然素材、水資源

・ 貧困と飢餓
・ 気候変動と資源不足
・ 国内人口減少、高齢化社会
・ 地域経済の再興
・ 新たな食の在り方の広がり
  （生活様式の多様化）

研究開発

調達

製造物流

販売・
マーケティング

に寄り添う

に寄り添う

の時に寄り添う

に寄り添う

に寄り添う▼ 製造資本
　 日本国内に広がる生産拠点と安定した供給力
　 アジアを中心とした生産・販売ネットワーク

▼ 財務資本
　 健全な財務基盤

▼ 人的資本　　
　 働きやすい職場環境

経営資本（INPUT）
社会課題

Vision
目指す姿「幸せの ちからになる」

ためのストーリー
DM三井グループでは、自然の恵みをもとに、成長を支える経営資本を活かして
バリューチェーンを強固にしつつ、5つ（環境・人・幸せ・健康・地域社会）の寄り添いを通じて
Vision（目指す姿）の実現を目指します。
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Top Message
トップメッセージ

私たちの目指すもの

　私たちＤＭ三井グループは、「姿かたちを変えながら
一生に寄り添い、幸せの時を広げる。」を企業理念とし
て掲げ、サトウキビやてん菜など、私たちの事業の源で
ある自然の恵みへの感謝を忘れずに、人が生きている
ことの幸せを実感する時に常にそばに寄り添いながら、
その恵みを様々な姿かたちにして広く社会に届けること
を目指しています。
　

５つの寄り添い

　沖縄、鹿児島の離島や北海道、そして海外ではタイや
オーストラリアの緑豊かな大地で農家の皆さまが心を
込めて育てたサトウキビやてん菜を使わせて頂き、私た
ちは環境に配慮しながら安全・安心な砂糖を製造して
います。そして、その砂糖から生まれた美味しいスイーツ
や美しく繊細な和菓子、風味豊かな様々な料理が、親し
い友だちとの楽しい語らいの場に笑顔を届け、家族団
らんの食卓を彩り、日本の食文化を支えています。
　また、私たちがお届けする「パラチノース®」などの機
能性素材が、eスポーツの選手をはじめアスリートたち
の勝負へのエネルギー源となっていること、嚥下サポー
ト食品や栄養補助食品が、シニアの方々に笑顔溢れる
豊かな食生活を提供し健康寿命の延伸に貢献していま
す。さらに、南米ボリビアの農地からはるばる届けられ
るスーパーフード「キヌア」で、食卓の一皿に多彩な栄

養素を添え、私たちの研究陣が日々研究を重ねている
様々な糖質やタンパク質、機能性素材が、直接・間接的
にフードテックの発展に寄与しながら食の未来を切り拓
いています。
　私たちが原料とする様々な農産物が、国内外の農村
経済を支え、国内やアジアに展開する多数の製造拠点
が雇用を生み出し地域経済を活性化させること、これら
数々の日々の営みを、「５つの寄り添い」、“環境に寄り添
う”、“人に寄り添う”、“健康に寄り添う”、“地域社会に寄
り添う”、そして“幸せの時に寄り添う”と表現し、私たちの

「サステナビリティ基本方針」としました。

持続可能な社会の実現を目指して

　これら５つの「寄り添い」を通して、私たちは、地球や
社会、そして世界中の人々の抱える様々な課題の解決を
図りながら新たな価値を生み出し、持続可能な社会の
実現を目指して行きたいと考えています。また、このサ
ステナビリティ基本方針のもと、「重要課題」として、気候
変動問題、水資源問題、廃棄物問題、地域経済の発展、
人権の尊重、労働安全衛生の強化、ダイバーシティ＆イ
ンクルージョン、食品安全の徹底、健康促進・栄養改善、
糖分過不足による健康阻害の１０項目を特定しました。
私たちが事業活動を通じて、これらの課題を一つひとつ
真剣に且つ真摯に解決していくことが、全てのステーク
ホルダーの皆さまから私たちが認められそして必要とさ
れる、すなわち私たちのＤＭ三井グループとしての存在
意義だと考えています。

サステナビリティ報告書に込めた思い

　２０２１年４月1日に発足した「ＤＭ三井製糖ホールディ
ングス」として作成するはじめての「サステナビリティ報
告書」です。２０２１年度の私たちのサステナビリティ経
営上の様々な取り組みについて、主に中核事業会社で
ある三井製糖※と大日本明治製糖※を中心にご紹介して
います。
　経営統合して初年度であり、サステナビリティに関す
るグループとしての活動もまだ緒に就いたばかりです
が、本報告書を通じて、より多くのステークホルダーの皆
さまに私たちの活動についてご理解を頂き、サステナビ
リティ経営の更なる深化に向けて、一層のご理解とご支
援、ご指導を頂ければ幸いです。

　私たちは、幸せの時が広がる未来にずっと貢献でき
る企業グループを目指し、皆さまの「幸せの ちからにな
る」ために、挑戦を続けてまいります。

※三井製糖株式会社と大日本明治製糖株式会社は、2022年１0月1日に合併し、
「ＤＭ三井製糖株式会社」となりました。

ＤＭ三井製糖ホールディングス株式会社

代表取締役社長CEO　森本　卓
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三井製糖と大日本明治製糖の経営統合

行動指針 　ＤＭ三井製糖ホールディングスは、サステナビリティを
巡る課題への対応がリスクの低減かつ企業の成長にもつ
ながる重要な経営課題と認識しています。サステナビリ
ティ経営体制を一層推進させるため、代表取締役社長を
委員長とし、委員に社外取締役、外部有識者を含むサステ
ナビリティ委員会を2021年11月に設置しました。2022年4
月には、「サステナビリティ基本方針」を策定すると共に重
要課題を特定し、ウェブサイトで開示しています。
　今後、当委員会と共に設置しましたサステナビリティ推
進室が中心となり、特定した重要課題の具体的な施策に
取り組むとともにTCFD提言に賛同すべく気候変動に係る
リスクと機会についてのデータ収集・分析を進めてまいり
ます。なお、実践した活動と今後の計画については定期的
に取締役会にて報告を行い、持続的な成長に資するよう
取締役会で議論のうえ、評価・改善を行っていきます。
　また2022年10月には三井製糖と大日本明治製糖が合
併し、DM三井製糖が発足しました。DM三井製糖にも新
たにサステナビリティ推進室を設置し、今後は新体制のも
と、DM三井グループ一丸となって様々な課題に取り組ん
でまいります。

　2021年4月、三井製糖と大日本明治製糖の経営統合に
より誕生したＤＭ三井製糖ホールディングスの始動とと
もに、新しい「企業理念」を制定しました。この新しい企業
理念は、未知なる変革に挑む社員全員の心の拠り所とし
て、グループ企業価値をさらに向上させるための道標で
す。 

企業理念、行動指針制定経緯

サステナビリティ推進体制

姿かたちを変えながら一生に寄り添い、
幸せの時を広げる。

「おいしい」「たのしい」「うれしい」
人が生きている幸せを実感する時、そばにいること。

DM三井グループは、事業の源である自然への感謝を忘れずに、
その恵みを様々な姿かたちにして広く社会に届けたい。

幸せの時が広がる未来にずっと貢献できるグループ企業へ。
私たちは、一歩ずつ挑戦していきます。

幸せの ちからになる

企業理念

－人と社会の幸せの ちからになるために－

Pioneer spirit 過去や既成概念にとらわれず、新しい道を切り拓きます。

New every day 日々、それぞれの自己ベストの更新を目指します。

Diversity and inclusion 多様な価値観を尊重し、一人ひとりの個性を活かします。

Safety and trust 安全・安心を最優先し、信頼を育みつづけます。

Integrity and appreciation 感謝の気持ちを、誠実な態度と言葉で伝えます。

Think happiness 幸せとは何かを問い、答えをかたちにしていきます。

2022年1月31日制定 

　制定にあたっては、経営層へのヒアリングや幅広い年
代・職種から選抜した社員ワークショップを実施し、また、
全社員アンケート等により広く意見を集約することで、グ
ループ全体の将来像や、砂糖だけでなく食そのものを中
心とした幸せをつくる力、人の一生に寄り添える企業とし
ての方向性などを確認し合いました。 
　2022年1月には、この企業理念の実現に向けて、必要
な行動原則や判断基準を可視化するものとして「行動指
針」を制定しました。これは、DM三井グループの一員と
して推奨される行動につき共通の認識をもち、自らが向
かう方向を明確にし、かつ、あるべき姿の規範となるもの
です。企業理念の具現化に向けたキーワードを抽出し、
覚えやすくグローバルにも伝わりやすい英語と、その意
味をしっかりと伝える日本語を組み合わせる形で表現し
ております。DM三井製糖ホールディングスは、この「企業
理念」を実現し、「行動指針」を遵守することを、すべての
ステークホルダーに宣言します。 企業理念制定に向けた社員ワークショップ 

サステナビリティ委員会

サステナビリティ推進室

DM三井製糖ホールディングス

サステナビリティ推進室

DM三井製糖

子会社群

取締役会

経営会議
諮問

答申

2022年10月1日現在
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重要課題

重要課題の特定プロセス

重要課題の特定＆マッピング

サステナビリティ基本方針

DM三井製糖ホールディングスでは、持続可能な社会の実現への貢献とグループの持続的な成長のために、以下の10項目を重要課
題として特定しました。 

重要課題（マテリアリティ）の特定にあたっては、以下の３つのステップで検討しました。社内の各部署と兼務するサステナビリティ推
進室によるワークショップを中心に文献調査、社外有識者に対するヒアリングを通じてマテリアリティ項目を抽出、ステークホルダー
の関心度 ・ DM三井グループへの影響度分析を行うなど、幅広い視点から検討を行いました。

①社内の各部署と兼務するサステナビリ
ティ推進室メンバー9名によるワークショッ
プ ②文献調査 ③社外有識者に対するヒア
リングを通じて20項目を抽出、各課題の具
体的なリスクや機会・その影響例について
分析

ステークホルダーの関心度、DM三井グ
ループが生じさせる好影響と悪影響、DM
三井グループの操業・業績への影響度を
分析

1、2の結果を勘案し、DM三井グループが
重点的に取り組むべきテーマの優先順位
付けを行い、重要課題を特定

環境に寄り添う

▶ 気候変動問題
▶ 水資源問題
▶ 廃棄物問題

人に寄り添う

▶ 人権の尊重　
▶ 労働安全衛生の強化
▶ ダイバーシティ＆インクルージョン

健康に寄り添う

▶ 食品安全の徹底
▶ 健康促進・栄養改善

地域社会に寄り添う

▶ 地域経済の発展

幸せの時に寄り添う

▶ 糖分過不足による健康阻害

わが国及び
DM三井グループを取り巻く
課題の抽出・分析

ステークホルダーの関心・
DM三井グループへの
影響度分析

重要課題の特定

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
心
度

大

大DM三井グループに及ぼす影響度

ダイバーシティ＆インクルージョンの浸透

糖分過不足による健康阻害回避

健康促進・栄養改善

気候変動問題の対応

地域経済の再興

水資源問題の対応

人権の尊重

廃棄物削減

労働安全衛生問題の強化

食品安全衛生問題の徹底

重要課題＆特定プロセス

1 2 3

５つの「寄り添い」で持続可能な社会の実現を目指す

私たちDM三井製糖ホールディングスは、事業の源である自然への感謝を忘れずに、

その恵みを様々な姿かたちで広く社会に届けます。 

 企業を取り巻く地球環境や社会の課題に真摯に向き合い、５つの「寄り添い」をつうじて、

その解決を図りながら新たな価値を生み出します。 

 そして、現在と未来の笑顔にずっと貢献できる企業として、

皆さまの「幸せの ちからになる」存在を目指します。 

幸 せ

健 康

地域社会

の時に寄り添う
「適糖」生活を広げ、食の基盤づくりをとおして
皆さまの幸せな未来に貢献します。

に寄り添う
食品安全の徹底とともに、健康寿命の延伸、
栄養ニーズの充実、美味しさの革新をとおして、
皆さまの健やかな生活に貢献します。

に寄り添う
産業の振興をとおして、地域社会の維持・発展に貢献します。

環 境

に寄り添う
気候変動・水資源問題への取り組み、
廃棄物の削減をとおして環境改善に貢献します。

人

に寄り添う
労働安全衛生を強化し、ダイバーシティ＆
インクルージョン（人財の多様性と包摂性）への
配慮をつうじて、人権が尊重される
社会の実現に貢献します。

5つの
寄り添い
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食品を扱う企業にとって最も大切な安
全・安心・高品質を常に徹底するため、
全社的な品質保証体制を構築し「DM三
井グループのクオリティチェーンの各段
階で一人ひとりが品質への責任を果た
す」という基本姿勢をグループ全体で共
有しています。

DM三井グループ
クオリティチェーン

自社工場

お客様の
豊かな

食生活のために

原料供給者

製造委託工場

販売店

お客さま

物流業者
倉庫業者

安全
安心
高品質

1
25

34

食の安全

法令遵守

品質重視お客様の声

継続的改善

研究開発

基本理念
　わたしたちは、安全・安心でお客様に
ご満足いただける商品・サービスをお届
けし、豊かな食生活に貢献します。

原料糖製造工場

お客様の
豊かな

食生活のために

原料供給者

製造委託工場

販売店

お客さま

物流業者
倉庫業者

安全
安心
高品質

1
25

34

食の
安全・安心

法令遵守

品質重視お客様の声

継続的改善

研究開発

DM三井グループ
品質方針

お客様相談窓口と
お客様満足度向上のための取り組み

　お客さまからいただいた声は、個人
情報のセキュリティ管理のもと、独自の
システムに全て入力し社内で共有し、関
連部署とのタイムリーな連携が可能と
なっています。お客さまに安心して商品
をご利用いただけるよう、迅速・丁寧か
つ誠実な応対で正しい情報提供に努め
ています。また、お客さまの声を整理・分
析して、社内に毎週配信し、VOC（Voice 
of Customer）検討会・品質推進会議等
で役員・関連部署と共有して、よりご満
足いただける商品・サービスの
開発や改良につなげています。
　お客様相談窓口では、お客
さまによりご満足いただけるよ
う、各種のお客さま対応研修を
行っています。商品知識・商品
開発や個人情報保護法等の関
連法令を知る勉強会のほか、実
際のお客さまとの会話の対応を
評価・分析し、フィードバックす
ることで応対の改善につなげて
います。また、2015年から役員・

従業員を対象に「お客様の声モニタリ
ング会」の活動を行っています。参加者
は、お客さまの視点に立ち「お客さま満
足」について活発な意見交換を行い、商
品・サービスの改良につなげています。
また、ご指摘をいただいたお客さまを
対象に「お客さま満足度アンケート」を
実施しています。ご回答いただいたアン
ケートの結果を真摯に受けとめて、お客
様相談窓口対応の品質向上に取り組ん
でいます。

三井製糖でのモニタリング会の様子

お客さま満足度アンケートの
結果

今回の対応にお客さまは
ご満足いただけましたでしょうか

満足

84%

まあ満足

10%

やや不満

3%

不満

3%

2021年度

その他
7%

賞味期限
25%

販売店
20%

品質
8%

利用方法
16%

原料・
原産国
7%
商品
17%

ご指摘
7%

ご意見・
ご要望
3%

お問い合せ
90%

ご申告分類

その他
7%

賞味期限
25%

販売店
20%

品質
8%

利用方法
16%

原料・
原産国
7%
商品
17%

ご指摘
7%

ご意見・
ご要望
3%

お問い合せ
90%

お問い合せ内容

Key Numbers

売上

精糖工業会加盟の上場会社
2022/3月期連結売上高比較

※三井製糖と大日本
明治製糖の合算値

※三井製糖の数値

No.1

砂糖商品

2022年10月現在

108アイテム

生産拠点

3 17
精製糖工場、てん菜糖工場、甘蔗
糖工場の合計（DM三井グループ
の1工場を1拠点としております）

カ国 拠点

お客さま満足度

2021年度「 お客さま満足度アン
ケート」にて「 満 足 」「まあ 満 足 」
を選択されたお客さまの割合

94%

Customer
お客さまのために
暮らしに欠かせない砂糖や食品素材を安全・安心・高品質で供給すべく、
グループ一丸となって取り組んでいます。また、お客さまからいただいた声に
真摯に耳を傾け、商品改良につなげていきます。

「お客さまのために」の事業活動と関連の深いSDGs

※三井製糖お客様相談窓口の数字となります
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ZUNOUP

　2022年5月より三井
製糖オンラインショッ
プと楽天市場にて、
取り扱い素材であ
るパラチノースを
配合したタブレット

「ZUNOUP(ズノ
アップ）」の販売を
開始しました。三
井製糖ではこれ
まで に、パラチ 
ノースが持続的なエネルギー 
源として生命活動を支えること、また食
後の集中力の欠如や眠気を抑えるこ
とを研究してきました。ZUNOUPは、仕
事・勉強・eスポーツなどで長時間集中
したい時のエネルギー補給として、手
軽にパラチノースを摂っていただけるよ
う開発したレモン味のタブレットです。
ビジネスパーソンや受験生向けに販売
促進を行う一方で、日本の課題でもあ
る働き方改革・生産性向上として糖質
が寄与できる取り組みに広げたいと考
えています。

お客さまのニーズに合わせた商品の開発

三井製糖グループ品質保証連絡会議の様子

　三井製糖のグループ会社では、年に
1回グ ループ 各社の品質保証関係実
務者が集まり、「三井製糖グループ品
質保証連絡会議」を開催してきました。
2021年度はオンライン会議形式で開催
し、グループ会社の品質リスク評価の
報告、法令や通知で公開されていない
行政見解の共有、クレーム対応に関す
るセミナーを行いました。
　大日本明治製糖はグループ会社の

お客さまのために

お客さまのニーズに合わせた
商品づくり

　 チャック付きスタンド袋 に 入った
400gシリーズは、従来の砂糖の不満点
(開けづらい、再封できない、多すぎる、
など)を解消した商品としてご好評いた
だいています。さらにサラサラのブラウ
ンシュガーが片手で振り出せるボトル
に入った「サッと使える砂糖」(ボトル入
り260g・詰め替え用200g)も発売して
います。 

パッケージから情報発信

　砂糖のパッケージの裏には、お客さま
に発信したい情報をわかりやすく記載
しています。たとえば砂糖の原料や、固
まった場合のほぐし方や保存方法とな
ります。お問い合せの多い賞味期限に
ついては目立つようにレイアウトするな
ど、お客様相談窓口と相談し、改良を重
ねています。また、おすすめレシピも掲
載し、商品ごとに特性を活かしたレシピ
では、事前に試食して決めています。 
　定められた食品表示では、原料原産
地表示や栄養成分表示、製造者の情報
などを記載し、内容は社内で何重もの
チェックをしています。 

砂糖共同生産工場と品質保証会議を
定期的に実施し、品質や食品安全の向
上に取り組んできました。
　また、三井製糖と大日本明治製糖の
品質保証部は、国内外のグループ各社
の状況に応じてそれぞれ協議や提言
を行ってきました。DM三井製糖の品質
保証部は、これまでの活動を継続し、グ
ループ各社の品質保証体制向上に資
する取り組みを行っています。

　DM三井グ ループ は、「DM三井グ
ループ品質方針」を掲げ、グループ全
体で、安全・安心・高品質な食品の提供
に努めています。
　三井製糖の開発・生産・物流・品質保
証部門ではISO9001※１の認証取得を
進め、自社砂糖工場の千葉工場・神戸
工場・福岡工場ではFSSC22000※２を
認証取得し、日頃から品質向上・食品
安全の強化に努めています。
　また、国内外のグループ会社では前
述の3工場を含む全23の食品工場のう
ち18工場がFSSC22000を取得してお
り、残りの5工場はISO9001やJFS-B※3 

といった国際的な品質や食品安全の
認証を取得しています。

DM三井グループとしての品質の取り組み

国内外グループ食品工場 23工場

食品安全認証 FSSC22000
JFS-B

18工場
1工場

品質認証 ISO9001 14工場

（FSSC22000とISO9001の両認証取得） (10工場)

※1 ISO9001：製品・サービスの品質向上と顧客満足
の向上を目的とする国際規格のこと。

※2 F S S C 2 2 0 0 0：食 品 安 全 認 証 財 団 F F S C
（Foundation for Food Safety Certification）
が開発・運営している食品安全のための国際規
格のこと。

※3 JFS-B：JFSM（一般財団法人食品安全マネジメ
ント協会）が開発・運営している食品安全の規格
で、GFSI（世界食品安全イニシアティブ）の中小
規模事業者向け食品安全の取り組み向上プログ
ラムに準拠。

DM三井グループの食品安全・品質認証取得状況

生活者とのコミュニケーション

　三井製糖ではTwitterとInstagramを
中心に情報発信し、新製品や季節のレシ
ピ紹介、簡単なクイズなどでコミュニケー
ションを図っています。 
　2022年にはバンダイのガシャポン(カ
プセル玩具)で「スプーン印ミニシャカ
シャカチャーム」が発売され、話題にな
りました。購入した人が続々とSNSに投
稿し、拡散していきました。砂糖を使用
する機会が少ないと思われる若年層に
とっても「スプーン印」は昔からキッチン
にある調味料として愛着があり、懐かし
くてかわいいレトロブームも追い風と
なったようです。Twitterで行ったプレゼ
ントキャンペーンにも多くの応募があり
ました。 

上白糖パッケージ裏面

ZUNOUP（ズノアップ）

スプーン印ミニシャカシャカチャーム

上白糖 400g
サッと使える砂糖ボトル260g

三井製糖の取り組み
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　DM三井グループでは、ISO14001環
境マネジメントシステムを活用しなが
ら、環境負荷低減や環境へ配慮した活
動を全社で取り組んでいます。特に、生
産拠点（精製糖工場）において使用す
る総エネルギー量の削減などに精力的
に取り組んでいます。
　DM三井グループは「2050年度まで
に温室効果ガスの排出量を実質ゼロ
にする、カーボンニュートラル」を最終
目標とし、中間目標として、「2030年度
までにCO2排出量を、46%削減(2015年
度比)」を掲げています。
　今後は、生産拠点のみならず輸送面
も加味した長期的かつ高水準なCO2削
減を目指すとともに、生産設備の省エ
ネ推進にも取り組み、更なる持続的な
環境負荷低減を実現してまいります。

中長期目標 環境宣言

当社は、その全ての企業活動で地球
環境に影響を与えていることを認識
し、環境マネジメントシステムや環境
保全施策を継続的に改善し、環境パ
フォーマンスの向上を図ります。

環境関連法規・協定等を順守すると共
に、必要に応じて自主管理基準を設定
し、管理レベルの向上を図ります。

原材料の調達から生産・物流・販売・
消費・廃棄に至るすべての段階にお
いて、地球温暖化ガスの削減や廃棄
物の削減・リサイクルを通じた環境負
荷の低減に取り組みます。

環境に配慮した商品開発や資源の有
効活用に努めると共に、再生可能エ
ネルギーの活用を図ります。

三井製糖は、豊かな環境のもとで生育するサトウキビなど自然の恵みをベースに事
業展開しております。この豊かな恵みが、将来にわたって享受できるよう環境との調
和を図り、健全な自然を次世代に引き継ぎ、持続的発展が可能な社会の実現に貢献
します。

1 5

2
6

3
7

4

8

基本理念

行動指針

「環境のために」の事業活動と関連の深いSDGs

Eco News!

　国産てん菜糖は北海道産てん菜由来
原料を使用し、てん菜特有の風味を有す
る砂糖です。今回、パッケージを「紙マー
ク」に変更し、バイオマスインキを採用しま
した。また、シリーズとして沖縄産原材料
100%の「国産さとうきび糖」も、同様に紙
マークのクラフトパッケージで販売を開始
しました。

「国産てん菜糖クラフト250g」の
リニューアルに取り組み中です

環境教育を通じ、役職員の環境意識
の向上を図り、 環境と調和の取れた
ライフスタイルを志向するとともに、
地域環境に貢献していきます。

関係会社および資材の調達先等の
取引先において、 環境問題への取り
組みを促し、支援活動を図ります。

企業活動による生物多様性への影響
を認識し、保全に繋がる活動に取り組
んでいきます。

情報開示を促進し、企業市民として地
域や社会との関わりを積極的に図り
ます。

Key Numbers

Environment
環境のために
事業基盤である「自然の恵み」を守るため、DM三井グループは
環境パフォーマンスの向上を図ります。持続可能な社会の実現に向けて
資源の有効活用や生物多様性保全活動にも積極的に取り組んでいきます。

廃棄物の再資源化率

96.5%

物流部門のCO2排出量

2021年度  8,438t
2020年度  8,333t

105

2020年度比 0.2ポイント増
※三井製糖の数値

生産拠点のCO2排出量

2021年度  6.8万t
2020年度  6.5万t
※三井製糖の数値

0.2万t増

三井製糖の取り組みDM三井グループの取り組み

オフィスのCO2排出量

131
2021年度  125t
2020年度  256t

t減

t増

三井製糖の取り組み

※三井製糖と大日本
明治製糖の合算値

※三井製糖と大日本
明治製糖の合算値
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大日本明治製糖の取り組み

大日本明治製糖のエコバランス（2021年度）三井製糖のエコバランス（2021年度）

地元NPO法人と協働した徳之島での生物多様性保全活動

　DM三井グループの砂糖事業の根幹にはサトウキビ産業があり、産業と共生した
自然を守ることが社会的責任の一つであると考えています。三井製糖はサトウキビ産
業と関わりが深く、貴重な固有種が数多く生息する鹿児島県徳之島で、地元NPO法人

「徳之島虹の会」と協力しながら島民の環境教育を主とした生物多様性保全活動を
2012年度から10年間以上取り組んでいます。
　2021年度は徳之島の世界自然遺産登録、住民に対する自然・保護環境への意識向
上を目的に宝ランド祭りの開催を支援しました。島内外から約1,500名の方が参加す
るとともに、徳之島の自然に関する講和や自然を学び世界へ伝えていくといった「世
界の宝を守る島人宣言」が実施されました。

環境のために

全社員参加を目標としたSDGｓ活動

　2020年10月より社員へのＳＤＧｓ浸透を目標とした「ＳＤＧｓだより」を毎月発信してい
ます。サステナビリティに関連したニュースは勿論、季節に纏わる話題から社内のエコ
活動やボランティア活動などの情報を、毎月テーマを決めて届けています。時々、各部
署から発信の「私たちのＳＤＧｓへの取り組み」もあります。
　また2021年度には、アプリを使用した全社員参加型のウォーキングイベントを開催し
ました。イベントに参加することで健康を促進し、歩数実績に応じて寄付が出来るのも社
員の励みになります。集まった寄付金は投票により寄付先を決定しています。楽しく、健
康にもなるウォーキングで社会貢献が出来ることを身近に感じられる活動になりました。

毎日の生活から、積み重ねていくSDGｓ活動

　2020年よりSDGｓ活動の１つとして使用済切手、エコキャップなどの回収活動
を始めています。普段何気なく捨ててしまっている物の価値を再認識するきっか
けとなっています。回収した使用済切手、エコキャップは、必要としている団体へ
お渡しして様々な社会貢献活動に役立てていただいています。また、年末には、
カレンダーや手帳なども必要としている団体に届けて使っていただいています。
　地道な活動ではありますが、社員一人ひとりが積極的に協力しています。こ
の小さな取り組みも大きな意味があると考えています。

上：世界の宝を守る島人宣言、下：宝ランド祭り会場

毎月発刊しているSDGsだより

回収した使用済切手

オフィス活動
本社
各営業所

物流（特定荷主）

364

557
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千枚 t
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▶

▶

▶
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0
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オフィス活動
本社
各営業所

営業活動

物流（特定荷主）

研究・開発

生産・開発
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1
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2020年度 2021年度

電力

コピー用紙

ガソリン

軽油

買電

発電

都市ガス

蒸気

灯油

用水

包装資材

電力

コピー用紙

大気排出

廃棄物

大気排出

廃棄物

大気排出

大気排出

大気排出

廃棄物

排水

2020年度 2021年度

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

113

25

12

2,374

45,753

580

15,562

242

106

1,889

2

197

496

3,537

大日本明治製糖の取り組み

Eco Topic s-1

Eco Topic s-2

Eco Topic s-3

三井製糖の取り組み
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三井製糖の取り組み

地域社会への支援活動

　ばら印の砂糖が多く販売されている九州地区の中でも、北九
州市はSDGｓ活動に積極的に取り組んでいます。西部支社では
北九州ＳDGsクラブへ2019年に入会し、市内全域の子ども食堂
へ砂糖の寄贈、社会
福祉協会を通じて施
設へお菓子やクリス
マスケーキを贈って
います。地域社会に
密着した活動は子ど
も達への「幸せの ち
からになる」と考え
ています。

石垣島サトウキビ生産体験

　2019年から全社員参加を目指した、「石垣島サトウキビ生産
体験研修」を実施しています。毎回、定員を超える希望者がお
り、グループ会社である石垣島製糖の協力のもと、苗の植付け
やサトウキビの収穫などを全て手作業で行います。
　サトウキビ農家の
皆さまのご苦労を肌
で感じ、併せて島の
風土や 文化にも触
れ、貴重な体験となっ
ています。研修後は
社内で報告会を開催
し、活発な意見交換
も行われています。

ベルマーク運動への協賛

　三井製糖は、前身の１つである大阪製糖（当時はハト印）時代
の1962年から現在までの約60年間、ベルマーク運動に協賛会
社として参加しています。子どもたちのため、そして援助を必要
としている方々の教育向上のために協力を続け、多くの保護者
の方から「スプーン印はベルマークの砂糖」というお声をいた
だくようになりました。 
　そしてこのたび仲間入りした「ばら印」の砂糖にも、ベルマー
クを印刷します。これからもベルマークを通じて、未来を築く子
どもたちを応援してまいります。 

Society
社会のために
食育を始めとする様々な“食”への取り組みや社会貢献活動を継続して
行っています。また、社員に対しては心身の健康管理の維持・向上に努め、
一人ひとりが能力を発揮できる職場環境づくりを進めています。

「社会のために」の事業活動と関連の深いSDGs

　砂糖は人の身体や心に無くてはならない重要な栄養素で
あることを学んでもらうために、食育授業を毎年実施していま
す。今年は北海道のてん菜から作られる砂糖をテーマに、てん
菜農家の方を講師としてお招きし、オンライン配信いたしまし
た。全国から約70名以上の方が参加し、前半はてん菜の種ま
きから収穫までを写真を交えて紹介し、後半は砂糖の種類や
製造工程を解説しました。子どもたちからは、てん菜の畑の広
さに驚いた、「しっとり」、「もちもち」など砂糖の調理効果や役
割を理解できたとい
う感想をいただきま
した。これからも毎
日の 食 に使 わ れる
砂 糖 の 正しい 知 識
を、楽しく伝える取り
組みを継続していき
ます。

食への取り組み

食育セミナー受講者数

2014年度から延べ人数

3,120

女性管理職比率

9.5%

名

2021年度

育児休業復職率

100%
2021年度 89%

定年再雇用率

2021年度

Key Numbers

サトウキビ生産体験の様子

「子ども食堂」への砂糖寄付の様子

石垣島トライアスロン大会の様子

ベルマークを印刷した商品

大日本明治製糖の取り組み

おうちで学ぶ食育
親子向けオンライン生産地セミナー 

オンライン生産地セミナーの様子

石垣島トライアスロン大会への協賛

　2021年4月、日本全国から約1,000名が参加する「石垣島トラ
イアスロン大会」への協賛を行い、参加者全員へ石垣島のおい
しいお砂糖を配布しました。島内でのサトウキビ産業の重要性
を参加者の皆さまに知って頂くとともに、島内の農家のみなさ
まには、大切に育てたサトウキビが消費者の皆さまへお届けで
きている実感を持ってもらうことを目的としています。石垣島は
牛肉や塩が有名ですが、同じように「サトウキビ」の知名度が上
がり、地域の発展に繋がることを願っています。

※三井製糖の数値

※三井製糖と大日本
明治製糖の合算値

※三井製糖と大日本
明治製糖の合算値

※三井製糖と大日本
明治製糖の合算値
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三井製糖の取り組み

社員とともに

健康で健全な環境作り

　全ての社員が心身ともに健康であるた
めに、様々な取り組みを実践しています。　　
　日頃の「健康管理」においては、保健師

（看護師）による日々の健康管理や健診
後のフォロー、インフルエンザ予防接種、
ストレスチェック・メンタルヘルス研修を
含むEAP（従業員支援プログラム）の運
用を効果的に実施し、社員自身がこころ
やからだの状況について気付きを得ら
れる取り組みを行っています。
　また、昨今の課題である「新型コロナ
ウイルス」に対する対策においては、グ
ループ会社を含めた集団接種（職域接
種）の実施や感染対策の徹底、「健康経
営」においては、健康経営度調査への参
加や健康保険組合と連携した各種施策
を行うなど、社内の課題を速やかに把握
し、対応を行っています。今後も社員の
心身の健康管理の維持・向上に努めて
まいります。

ダイバーシティの推進

　社員一人ひとりの価値観、多様性を
尊重し合い、会社の成長につなげてい

　三井製糖は環境および安全衛生マネジ
メントシステム（ISO14001・ISO45001）を
認証取得しており、EHS（Environment 
& Health & Safety）方針の下、右表の
体制で全社的に運用しています。

　私達の労働安全衛生宣言に掲げる 
『三井製糖で働く人々の安全が第一と
考えます』 の理念に則り、2021年度は

「過去に発生した労災で取られた対策
が妥当であったかの検証および追加対
策の実施」「第三者による安全文化レベ
ルの測定」「コミュニケーション活性化の
ためのグループミーティングや新たな
視点でのパトロール」「前年度に引き続
き、コロナ禍を考慮したリモートによる
巡視」などに取り組みました。
　ヒヤリハット・KY（危険予知）・リスクア
セスメントを中心とした基本的な活動、
設備や作業手順に対する導入・変更前
の社内安全審査も継続して実施してい
ます。これらの活動を通して、安全文化
の更なる向上と、グループ企業全体の安
全性を高めてまいります。

過去5年間の労災発生件数推移

トップマネジメント（TM）

EHS管理責任者

全社EHS推進会議

千葉拠点

議長：EHS管理責任者
委員：TM・各拠点長

内部監査員

全社事務局

拠点長

安全衛生
委員会

各課

協力会社

事
務
局

神戸拠点
拠点長

安全衛生
委員会

各課

協力会社

事
務
局

福岡拠点
拠点長

安全衛生
委員会

各課

協力会社

事
務
局

R&DC拠点
拠点長

安全環境
ミーティング

開発課

事
務
局

関西拠点
拠点長

安全環境
ミーティング

各課

事
務
局

本社拠点
拠点長

安全衛生
委員会

各課

事
務
局

研究課拠点
拠点長

安全環境
ミーティング

研究課

事
務
局

社員の安全を最優先とした職場環境作り
労働安全衛生マネジメントシステム
ISO45001：ISO14001の運用
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Our Safety 
Commitment

私達の労働安全衛生宣言
私達は三井製糖で働く人々の安全が第
一と考えます。安全衛生を守るために、
私達は次の事項に最善を尽くします。

安全衛生は当社に関わる
全ての人々の仕事です

不安全なリスクの低減に
全員で取り組みます

日々、安全衛生を追求し、
継続的改善に繋げます

「安全意識改革」と
「安全行動」に徹します

法令等のルールを順守します
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FEW6級

5級

4級

3級

2級

1級B

1級A

MMW

アセスメント

4級研修

3級研修

2級研修

新任評価者
研修

新入社員研修
フォローアップ

研修

一
　
般

教育体系図
（三井製糖）

くことを目指しています。女性社員の活
躍推進においては、女性社員比率が大
日本明治製糖28.8%、三井製糖25.4%と
なっており、管理職比率は大日本明治
製糖11.1%、三井製糖7.8%です。育児
休業からの復帰者は100%です。今後も
女性社員が活躍できるよう、キャリア開
発、職場風土醸成等に取り組んでいき
ます。
　男性社員の育児休業取得者も少しず
つ増えてきています。男性も仕事と子育
ての両立ができるよう、育児休業を取得
しやすい環境の整備に努めていきます。
また、介護離職防止に向けた「仕事介護
の両立セミナー」を開催するなど、性別・
年齢・障害・国籍を問わず多様な人材が
いきいきと働けるよう、様々な取り組みを
行っています。

人材育成

　三井製糖は、社員の「自立×自律」を
キーワードに、主体的に業務に取り組む
自立した人材の育成を目指し、教育体
系を整えています。近年、「グローバル
化」や「連結経営」の展開とともに国内
外を問わず様々な場所で働く機会が増

えており、専門知識や語学などの個の
実力アップ、階層に則した現場でのマネ
ジメント力の発揮が更に求められてき
ています。
　新入社員研修時には、ビジネス英語
の継続的な学習の必要性を体感する場
として大日本明治製糖と三井製糖合同
で「英会話研修」を実施しました。また、
通信教育での語学学習機会創出や40
歳未満社員に年1回のTOEIC受検の義
務化を導入するなど、語学スキルの向
上を図るとともに、海外への研修生派遣
等、グローバルマインド醸成の機会を増
やしています。また、階層別研修も定期
的に行い、将来を担う人材の育成を図っ
ています。

2021年度の主な取り組み

社会のために

オンライン研修の様子
安全巡視での現場ヒヤリングの様子

S
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イン相談窓口）を定め、それらの早期発
見と是正を図り、DM三井グループのコ
ンプライアンス経営を強化しています。

　DM三井グループの企業理念「姿かた
ちを変えながら一生に寄り添い、幸せの
時を広げる。」の追求は、社員一人ひとり
の課題です。事業の源である自然への
感謝を忘れずに、その恵みを様々な姿か
たちにして広く社会に届け、幸せの時が
広がる未来にずっと貢献できる企業グ
ループとして、行動基準を遵守します。

DM三井製糖ホールディングスの行動基準

※「DM三井製糖ホールディングス株式会社　行動基準」より一部抜粋

コーポレート・ガバナンス

詳しくはDM三井製糖ホールディングス
ウェブサイト参照
https://www.msdm-hd.com/company/idea/

詳しくはDM三井製糖ホールディングス
ウェブサイト参照
https://www.msdm-hd.com/ir/d_policy/

　ステークホルダーに対して、透明性が
高く公正な経営を行い、コンプライアン
スを重視し、迅速かつ正確に情報を開
示することをコーポレート・ガバナンス
の基本としています。コーポレート・ガバ
ナンス体制は、右図「コーポレート・ガバ
ナンスおよび内部統制に関する体制」
の通りです。
　継続的な企業価値向上のため、企業
の社会的責任と食品会社としての「食」
の安全・安心に対する責任を常に意識
し、経営の意思決定の迅速化を図りな
がら機能的な経営組織の整備を進める
とともに、責任の明確化や効率的な経
営の推進を目指しています。

　DM三井製糖ホールディングスは、企
業理念を実践し、継続的に企業価値の
向上を実現することで全てのステーク
ホルダーに満足いただくことを経営の
基本方針としています。この基本方針に
基づき、コンプライアンス経営を強力に
推進し、そのガイドラインとしてコンプラ
イアンス・プログラムを策定しています。
チーフ・コンプライアンス・オフィサー（Ｃ
ＣＯ）を置くとともに、内部統制委員会お
よび法務・コンプライアンスグループを
設置し、コンプライアンス体制の推進と
充実を図っています。　　
　また、コンプライアンスに関する研修
や資料の配布などを通じ、役職員など
のコンプライアンスに対する知識・理解
を深め、コンプライアンスを尊重する意
識の向上を図っています。役職員などか
ら、コンプライアンス違反行為およびハ
ラスメント行為に関する相談・通報の適
正な処理の仕組み（企業倫理ヘルプラ

　リスク管理については、各事業部門
において各種規程を整備し日常の業務
遂行に関するリスクの管理を行うととも
に、リスク管理担当部門が「リスク管理
規則」に従い、評価、管理体制の構築お
よび指示を行っています。災害、事故、
その他重大なリスクに対する緊急対応
体制については、該当担当部署が対策
マニュアル整備および初期対応を行
い、必要に応じて危機管理対策本部を
設置し関係部門の統制を図っています。

コーポレート・ガバナンスおよび内部統制

　DM三井製糖ホールディングスの情
報開示に対する基本的な姿勢は、「ディ
スクロージャーポリシー」に基づいてお
り、情報開示の体制については、取締役
会を最高機関とし、情報取扱責任者を
はじめ社内関係部署が密接に連携し、
公正かつ適時・適切な情報開示を行う
体制を構築しています。また、子会社等
に関する経営関連情報についても、各
社から当社への迅速な報告体制を構築
しています。

会社情報の適時開示

コンプライアンス

リスクマネジメント

株主総会

各部門・子会社等

監査等委員会 顧問弁護士

内部統制委員会

会計監査人

内部監査室

資本業務提携
推進委員会

サステナビリティ
委員会

代表取締役社長

ガバナンス
委員会

経営会議

取締役会
監査

連携

連携

答申

選任

助言

選任報告 選任報告

連携 報告

報告
指示

監査

監査

報告

報告

指示

監視報告 業務執行指示 申請
答申

諮問

諮問

ヘルプライン
非該当案件

受領確認
結果報告

報告

報告

報告

結果報告

連携

答申独
自
調
査
／
事
実
認
定

報
告
／
承
認

社外窓口
顧問弁護士社内窓口常勤監査等委員

内部統制委員会

調査責任者

社長

懲戒委員会

ヘルプライン事務局担当部署

調査担当者（事務局）

調査担当者（人事担当部門）内部監査室

その他
・職制上を通じた相談
・代表電話など

CCO 調査協力者

通報者
当社の役職員、事業会社の役職員（退職後1年以内の者も含む） 

相談者

調査チーム（調査、事実認定、評価）

報告

報告

報告開示承認

付議承認

報告

臨時開催
報告

重要事実発生部門（子会社等含む）

経営企画G、法務・コンプライアンスG、経理G、関係部門（連携）

決算情報・決定事実

監査等委員会

上場証券取引所へ
適時開示

兜倶楽部にて資料投函
（内容により記者会見実施）

重要事実の適時開示

当社ウェブサイト上で
情報開示

発生事実

経営会議（原則月2回開催の常勤取締役会議）
「経営会議規則」により稟議事項等を承認
常勤取締役、担当G、事務局（経営企画G）

取締役会（定例開催または臨時開催）
「取締役会規則」により重要事項を承認

全取締役（社外含む）、事務局（法務・コンプライアンスG）

情報取扱責任者→経営企画G、法務・コンプライアンスG

開示手続き

情
報
集
約
・
重
要
性
及
び

適
時
開
示
判
定

開
示
承
認

適
時
開
示

コーポレート・ガバナンスおよび内部統制に関する体制

企業倫理ヘルプライン相談窓口

適時開示体制概要

　また、「事業会社管理規程」におい
て、三井製糖と大日本明治製糖および
その子会社の営業成績、財務状況その
他の重要な情報についてDM三井製糖
ホールディングスへの定期的な報告を
義務づけています。三井製糖と大日本
明治製糖およびその子会社のリスク管
理については、「事業会社管理規程」の
定めにより迅速かつ適切に対処し重要
事項の指示・情報伝達を行うとともにリ
スクの把握・管理を行っています。

❶ 新たな価値の創造とパイオニア精神

❷ コンプライアンスと誠実さ

❸ 人権の尊重

❹ ダイバーシティ

❺ 労働安全

❻ 品質への安全・安心の確保

❼ 環境保全

❽ 社会貢献

❾ 公正で透明性のある取引

❿ 贈収賄・汚職等の禁止

⓫ 利益相反取引の禁止

⓬ 情報と知的財産権の保護

⓭ 情報の適時開示とインサイダー取引防止

⓮ 反社会的勢力との関係遮断

⓯ 危機管理

⓰ 不利益取扱いと報復の禁止

⓱ ステークホルダーとのコミュニケーション

⓲ 適切なガバナンス体制の構築と運営
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ブイ・クレスCP10（シーピーテン）
ミックスフルーツ  

ビタミン12種類、鉄、亜鉛などのミネラル類とコ
ラーゲンペプチド10,000mg配合飲料です。 「床
ずれを有する方の食事療法として使用できる」
個別評価型病者用食品の表示許可を日本で初
取得し、療養高齢者の利用が進んでいます。　

DM三井グループの事業概要

DM 三井グループ

料理や食品加工に欠かすことのできない砂糖。DM三井グループでは、常により良い商品をお届けするために、原
料糖※の調達からお客さまのお手元に届くまで一貫した品質管理を徹底するとともに、砂糖をより美味しく、より健康
に摂取していただくための研究やアプリケーション開発に努めています。

※原料糖：さとうきび・てん菜から糖分をとりだし、結晶化したもの

主要商品 

上白糖 
しっとりソフトな風味
で料理、菓子、飲み物
など、何にでも合いま
す。国内で最も多く使
われている日本特有
の砂糖です。 

グラニュ糖 
クセのない淡白な甘さ
で、サラサラした純度
の高い砂糖です。コー
ヒー、紅茶などの飲み
物やお菓子づくりに使
われます。 

三温糖 
しっとりとして使いや
すく、コクのあるやさし
い風味が特徴です。上
白糖と同じく、日本特
有の砂糖です。 

石垣島の
おいしいお砂糖

石垣島の自然の恵み
100％で作ったおいし
い砂糖。冷たいものに
もさっと溶け、毎日使
いたくなる砂糖です。 

国産てん菜糖
北海道のてん菜から
作った砂糖に、てん菜
糖蜜を配合しました。
溶けやすい粉末でコ
クのあるやさしい甘さ
が特徴です。

スローカロリー
シュガー 

体内でゆっくり吸収さ
れる糖質“パラチノー
ス®”と砂糖をミックス
した製品です。上白糖
のようにどんな料理に
も使えます。 

人々のLife (生活・生命・人生)にエネルギーを与え、幸せの ちからになることを目指して、素材から食品まで幅広く事
業を展開しています。今後も、健康状態、世代、シーンに応じて様々な形で健康や栄養を提供できるよう研究、商品開
発に努めています。

さとうきび抽出物 
サトウキビから有効成分を抽出した天然の食
品素材です。食品の好ましくない味の改善、不
快なにおいの消臭など、様々な効果を持ってい
るため、食品分野をはじめ環境消臭剤など、幅
広い分野で使用されています。 

パラチノース® 
砂糖からつくられる二糖類で、体内でゆっくりと
消化吸収される特性があります。消化吸収速度
が砂糖の約1/5であり、血糖値、インスリンの上
昇も緩やかです。 

暮らしに密着したメーカーとして、地域社会への貢献を目指し
ています。その一環として社有不動産の有効活用を図ってお
り、不動産賃貸事業を通じて地域社会の発展に貢献していま
す。 

砂
糖
事
業

ラ
イ
フ
・
エ
ナ
ジ
ー
事
業

不
動
産
事
業

トップブランドへの信頼に応える

人々の「幸せの ちからになる」ことを目指す 

地域社会への貢献を目指す 

主なグループ会社

 DM三井製糖（株） 
精製糖並びに砂糖関連商品、機能性食品の製造・販売  

 北海道糖業（株） 
てん菜糖及び機能性食品等の製造・販売、バイオ事業

 スプーンシュガー（株） 
砂糖の包装・荷役・製袋、加工糖の製造 

 生和糖業（株）
原料糖の製造・販売

 石垣島製糖（株）
原料糖の製造・販売

 鳳氷糖（株）
氷砂糖の製造・販売

 日糖産業（株）
紙袋・合成樹脂製品の
製造・販売

 ダイヤマーケットクリエーション（株）
砂糖類及びその他糖類、食料品の仕入・販売

 DM三井製糖（株） 
精製糖並びに砂糖関連商品、機能性食品の製造・販売  

 北海道糖業（株） 
てん菜糖及び機能性食品等の製造・販売、バイオ事業

 （株）タイショーテクノス 
食品添加物等の製造・販売 

 ニュートリー（株） 
栄養療法食品及び嚥下障害対応食品などの
開発、製造及び販売 

 
 

 DM三井製糖ホールディングス（株）
不動産の賃貸及び太陽光発電による電気の供給・販売

 明糖倉庫（株） 
発券倉庫、構内荷役、運搬 

商号 DM三井製糖ホールディングス株式会社
 （Mitsui DM Sugar Holdings Co., Ltd.） 
本社所在地 東京都中央区日本橋箱崎町36番2号
代表者 代表取締役社長 森本　卓
 代表取締役副社長 佐藤　裕
 代表取締役副社長 野村 淳一
設立日 1947年(昭和22年)9月4日 

資本金 70億8,300万円 

発行済株式総数 32,639,780株 

上場証券取引所 東京証券取引所プライム市場 

主要事業 グループ経営管理事業、不動産事業、
 資産管理事業 
年間売上高 (連結) 1,478億8,000万円 　
 (単体) 37億8,100万円 
従業員数 (連結) 1,482名
 (単体) 41名 

DM三井グループ各社がそれぞれのフィールドで
全ての人に食の楽しみを提供することを目指しています。 

DM三井製糖ホールディングス会社概要

事業所・関係会社

(2022年10月1日現在) 

(2022年3月期) 

(2022年3月期) 

●東北営業所

●北海道糖業（株）

岡山営業所 ●

● 名古屋営業所
● ニュートリー（株）

● 千葉工場
● 新東日本製糖（株）

● 神戸工場
● R&Dセンター
● スプーンシュガー（株）
● 甲南ユーテイリテイ（株）

● 南西糖業（株）
● 生和糖業（株）

● 石垣島製糖（株）

 ●宮古製糖（株）

 本社
● DM三井グループ研究所
● （株）タイショーテクノス
● 本社
● 明糖倉庫（株）
● ダイヤマーケット
 クリエーション（株）

関西営業部 ●
（株）平野屋 ●

サクラ食品工業（株） ●
関西製糖（株） ●

DM三井製糖ホールディングス

 事業所
 関連会社（持分法）

 DM三井製糖

●事業所
●子会社（連結）
●関連会社（持分法）

中国

 バンコク駐在員事務所
●  The Kumphawapi Sugar Co., Ltd.
●  Kaset Phol Sugar Ltd.

タイ

タイ

タイ

中国

タイ

中糧糖業遼寧有限公司
遼寧長和制糖有限公司
上海駐在員事務所

中国

中国

シンガポール

●  SIS`88 Pte Ltd
●  Asian Blending Pte Ltd

シンガポール

シンガポール

HD

HD

HD
HD
HD

HD

HD

福岡工場 ●
九州営業部 ●

箱崎ユーティリティ（株） ●
関門製糖（株） ●
日糖産業（株） ●
鳳氷糖（株） ●

2022年10月1日 現在

 関門製糖（株）
砂糖の製造加工 

 （株）平野屋
食品等の販売 

 SIS’88 Pte Ltd
精製糖のコンシューマーパック
事業 

 Asian Blending Pte Ltd
加工糖等の製造・販売

他1社 

他1社 
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環境
指 標 単 位 2019年度 2020年度 2021年度 備 考

エネルギー関連
エネルギー原単位 GJ/t 4.99 5.05 4.96 ３工場

CO2排出量 t 76,364 65,665 68,599 ３工場

オフィスエネルギー使用量 GJ 4,193 3,634 3,082 オフィス

ガソリン使用量 kl 16.95 14.77 13.24 全事業所

水資源
用水使用量 千㎥ 1,987 1,866 1,888 ３工場

排水量 千㎥ 1,531 1,493 1,526 ３工場

間接冷却水使用量 千㎥ 34,757 31,653 31,838 ３工場

大気
フロン排出量 t 88 30 302 ３工場

大気汚染負荷量 kg 20.08 17.32 18.89 ３工場

排出物
廃棄物量 t 8,840 8,264 8,467 ３工場＋R&Dセンター

埋立・焼却量 t 328 307 290 ３工場＋R&Dセンター

廃棄物リサイクル率 ％ 96.3 96.3 96.5 ３工場＋R&Dセンター

オフィス他廃棄物量 t 33 104 22 オフィス＋研究開発

その他
コピー用紙購入量 千枚 1,469 1,104 990 全事業所

グリーン購入率 ％ 66.2 66.1 67.3 全事業所

社会
指 標 単 位 2019年度 2020年度 2021年度 備 考

雇用
従業員数 人 418 416 401 三井製糖からの出向者、嘱託社員、パート社員を含む

平均年齢 歳 43.2 43.6 44.2
平均勤続年数 年 19.3 19.8 19.6
新卒採用者定着率 ％ 100.0 92.3 93.3 入社社員の3年後定着率

離職率 ％ 2.1 2.6 2.2 定年退職、嘱託社員、パート社員を除く

ダイバーシティ
社員における女性の割合 ％ 24.3 24.8 25.4
新卒者における女性の割合 ％ 46.2 50.0 57.1
管理職社員における女性の割合 ％ 6.9 7.5 7.8
定年再雇用率 ％ 100.0 100.0 75.0 三井製糖グループ内勤務を含む

障がい者雇用率 ％ 1.9 2.1 2.2
職場環境
年間平均総実労働時間 時間 1,962 1,955 1,978 1人当たり平均労働時間（時間外含む）

月平均所定外労働時間 時間 15.4 14.8 17.4 組合員のみ

有給休暇取得率 ％ 68.0 59.9 60.8 社員及び嘱託社員

育児休業取得者数 人 8 4 3
男性 人 4 2 3
女性 人 4 2 0

※３工場 ： 千葉工場、神戸工場、福岡工場
※オフィス ： 本社、東北営業所、研究開発部、関西営業部、名古屋営業所、岡山営業所

指 標 単 位 2019年度 2020年度 2021年度 備 考

職場環境
育児休業復職率 ％ 100.0 100.0 100.0
育児短時間勤務者数 人 5 8 8
労働安全衛生
労働災害発生件数 件 11 5 12 労働安全衛生マネジメントシステム認証範囲

ファクトデータ

三井製糖株式会社

環境
指 標 単 位 2019年度 2020年度 2021年度 備 考

エネルギー関連
オフィスエネルギー使用量 GJ 3,782 3,631 911 オフィス

ガソリン使用量 kl 3.00 2.00 2.21 全事業所

排出物
廃棄物量 t 494 508 7 堺事業所＋研究開発

埋立・焼却量 t - - 1 堺事業所＋研究開発

その他
コピー用紙購入量 千枚 740 557 421 全事業所

グリーン購入率 ％ - - 44.9 全事業所

社会
指 標 単 位 2019年度 2020年度 2021年度 備 考

雇用
従業員数 人 158 150 103 大日本明治製糖からの出向者、嘱託社員、パート社員を含む

平均年齢 歳 43.1 45.5 44.2
平均勤続年数 年 17.0 15.4 17.2
新卒採用者定着率 ％ 100.0 100.0 100.0 入社社員の3年後定着率

離職率 ％ 0 0.7 1.9 定年退職、嘱託社員、パート社員を除く

ダイバーシティ
社員における女性の割合 ％ 28.4 27.4 28.8
新卒者における女性の割合 ％ 40.0 0 100.0
管理職社員における女性の割合 ％ 9.4 9.1 11.1
定年再雇用率 ％ 100.0 100.0 100.0 大日本明治製糖グループ内勤務を含む

障がい者雇用率 ％ 1.9 1.9 0
職場環境
年間平均総実労働時間 時間 1,801 1,952 2,044 1人当たり平均労働時間（時間外含む）

月平均所定外労働時間 時間 8.9 14.1 13.0 組合員のみ

有給休暇取得率 ％ 64.3 52.9 58.0 社員及び嘱託社員

育児休業取得者数 人 0 0 1
男性 人 0 0 0
女性 人 0 0 1

大日本明治製糖株式会社
※堺事業所は2021年3月末で譲渡
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株価指標

営業利益・売上高営業利益率

ROA総資産経常利益率

自己資本比率

経常利益

ROE自己資本当期純利益率
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売上高

親会社株主に帰属する当期純利益

負債・純資産

1株当たり純資産

■砂糖事業
■ライフ・エナジー事業
■不動産事業

■　営業利益
　　売上高営業利益率

■負債　■純資産

ガバナンス
指 標 単 位 2019年度 2020年度 2021年度

取締役会
取締役数 人 8 9 10
社内 人 4 5 4

男性 人 4 5 4
女性 人 0 0 0

社外 人 4 4 6
男性 人 3 3 5
女性 人 1 1 1

取締役会開催回数 回 13 15 13

※2020年度までは三井製糖の数値　※2021年4月1日付で監査役会設置会社から監査等委員会設置会社に移行

DM三井製糖ホールディングス株式会社

総括コメント

新会社初のサステナビリティ報告書として

　「ＤＭ三井製糖ホールディングス」として作成するはじめて
の「サステナビリティ報告書」を、ステークホルダーの皆さま
にお届けします。本報告書の対象はDM三井製糖ホールディ
ングス株式会社、三井製糖株式会社、大日本明治製糖株式
会社の2021年度の主要活動実績で、「お客さま」「環境」「社
会」という3つのカテゴリにより分類し、可能な限り統一した
様式で開示しています。当該期間においては、各社の「サス
テナビリティ」をめぐる方針、施策項目、進捗管理は、必ずし
も十分に整合的なものとはなっておらず、ベンチマークすべ
き、わが国上場企業の自主的情報開示と比較して、量・質と
もに一層の拡充を果たす必要があると認識しています。
　2022年度の活動報告に当たっては、報告対象とする組織
範囲(バウンダリー)の拡大、新たなKPIの積極的な導入、ス
テークホルダーとの双方向コミュニケーションの重視などを
図っていきたいと考えています。あわせて、TCFD提言に準
拠した開示、統合報告書としての発行も展望してゆきます。

ＤＭ三井製糖ホールディングス株式会社
サステナビリティ委員会委員
(株式会社日本総合研究所 常務理事)

足達英一郎

自然からの恵みを常に意識している企業風土

　本報告書に関係するとともに、この間、ＤＭ三井グループ
の役職員の皆さんと接点を持たせていただくなかで、多くの
皆さんが「自社の社会的責任とは何か」「地球と社会の持続
可能性(サステナビリティ)のために、自分たちは何ができる
のか」に高い感度を有しておられることが強く印象に残って
います。
　その理由は、本号でも触れられているとおり、サトウキビ
やてん菜を代表とする自然の恵みとして生まれた原料をも
とに製品が製造されているからであり、その製品のほとんど
が、人間が口にする「食」に関連したものであるからだと理解
することができます。ＤＭ三井グループの事業は、気候変動、
水資源保護、廃棄物、食品安全、健康促進・栄養改善など密
接に結びついており、事業上の工夫や革新が、将来の大き
な機会に結びつく余地を有していることを物語っています。　
　今後、経営戦略や事業計画と一体となった具体的施策の
策定を進めるうえで、サステナビリティに高い感度を有して
いる企業風土は、大きな強みになると感じます。自らが業界
をリードするトップカンパニーであることを十分に認識し、社
会からの期待に応えるべく素早く対応するＤＭ三井グルー
プの姿に、どうか期待を頂きたいと思います。

1株当たり当期純利益 1株当たり配当金・総還元性向

＊2021/3月期までは三井製糖の連結数値。 
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この報告書の印刷
で使用する電力
500kWhはサトウキ
ビのバガスによるバ
イオマス発電のグ
リーン電力を利用し
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発行元

サステナビリティ推進室
〒103-0015 東京都中央区日本橋箱崎町36番2号  TEL（03）3663-6692

サステナビリティ報告書2022への
ご意見を募集します

「サステナビリティ報告書2022」の内容や
DM三井製糖ホールディングスの社会環境活動についてのご意見・ご感想は、
DM三井製糖ホールディングスホームページまでお寄せください。

https://www.msdm-hd.com

画面最上段の［　　］内にあるお問い合わせ先よりご意見をお寄せください。



「DM三井製糖ホールディングス株式会社 サステナビリティ報告書 2022」の訂正について 

（2022年 12月 19日） 

記載内容に一部誤りがありました。お詫びして訂正いたします。 

 

P18 大日本明治製糖のエコバランス (2021年度) 

 

（修正前） 

 
（修正後） 

  

 

 


